
令和６年度 学校教育指導方針 
―「人が学び、人が活き、人が育つ持続可能な教育」の創造― 

生涯学習の理念の下で「生きる力」の育成に向けた学校教育の充実と進展を図るため、「第２次佐伯

市総合計画」、第２期佐伯市長期総合教育計画（後期）「さいき“まなび”プラン 2023」及び「令和

６年度大分県教育委員会の重点方針」を踏まえ、本年度の重点及び具体的取組を次のように定めます。 

これからの「オーガニックシティさいき」を支える人づくり 
～ふるさと佐伯を愛し、ユニバーサルな視野に立つ人材の育成～ 

 

 

１ 重点目標 

２ 本年度の重点 

３ 具体的取組 

  

施策１ 確かな学力の育成 
〇基礎学力の定着及び読解力、表現力を育成する学力向上対策の推進 
○「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 
○家庭と協働した家庭学習の充実 

施策２ 豊かな心の育成 
 ○道徳の時間で考え、議論する授業の実践 
○本物の芸術等に触れる場の提供 

 ○児童生徒の発達段階に応じたキャリア教育の推進 

施策３ 健やかな体の育成 
 ○佐伯市や自校の課題解決に向けて作成した「体力向上プラン」に基づ

く「一校一実践」の取組の充実 
 ○コーディネーショントレーニングの研修及び活用推進 
 ○「歯磨き指導」「食に関する指導」「フッ化物の活用」の３本柱による

歯と口腔の健康づくりの推進・充実 
○望ましい食生活と食習慣の形成を図る食育の推進 

施策４ 特別支援教育の充実 

 ○「佐伯市子ども特別支援ネットワーク」による個別支援体制の充実 

○「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」の作成・活用による個に応

じた支援・指導の充実 

○合理的配慮に基づく環境整備とインクルーシブ教育の構築 

施策５ 生徒指導の充実 
○教育相談コーディネーターを中心とした教育相談体制の充実 
○教育支援ルームの設置・充実等による子どもの居場所づくりの促進 
○「人間関係づくりプログラム」の継続的な実施による相互理解の促進

とコミュニケーション力の育成 
  ○定期的なアンケート調査によるいじめの早期発見と組織的対応 
 ○hyper-QU 調査等を活用した学級経営・教科経営の検証・改善サイ

クルの充実 

施策６ 幼児教育の充実 
○佐伯市保幼小連携協議会による幼稚園・保育所・認定こども園及び 
小学校との連携の推進 

○幼児教育アドバイザーの派遣による幼稚園教員の研修の充実 
○「アプローチカリキュラム」と「スタートカリキュラム」の作成と
評価の促進 

施策１ 豊かな教育環境の整備 
○「学びなおし授業」等を生かした義務教育 9 年間を見通した系統的
な教育の充実 

○部活動の地域移行の推進 

 

施策３ 地域とともにある学校づくりの推進 
○学校の課題解決に向けた熟議の実施による、コミュニティ・スクー 
ルの取組の充実（さいきドリーム・プロジェクト会議との連動） 

○学校ホームページの月 1 回以上の更新等による積極的な情報発信 
○学校評価を生かした教育活動の改善・充実 

施策４ 安全・安心な学校づくりの推進 
○自ら考え行動し、自他の命を守る実践的な防災・減災教育の推進 
○学校安全計画及び危機管理マニュアルの継続的な見直しと地域と 
連携した防災訓練の推進 

○安全・安心、快適な教育環境の整備推進 

施策２ 教職員の意識改革と資質・能力の向上 
○令和６年度「芯の通った学校組織」取組方針に基づく取組の推進・
充実 

〇佐伯市学力向上実践研究事業に係る研究指定校との連携による組織
的な校内研究の推進 

○佐伯市学校教育研究会との連携による教職員の資質・能力の向上 
○経験年数の浅い教員とヤングリーダーの育成に向けた、組織的な研
修の実施 

施策１ 学校における人権教育の推進 
○「部落差別解消の推進に関する学校教育指導方針」（県･市）に基づ 
く保護者・地域と連携した取組の推進 

○人権に関する諸課題に関する教材を生かした授業づくり 
○一人一人が自己有用感を高める活動の充実による、支え合い、認 
め合う仲間づくりの推進 

施策７ 教育の国際化・情報化の推進 
○ＩＣＴ機器を日常的にツールとして効果的に活用する授業づくりの 
推進 

○小・中を連携させた外国語教育の推進と中学生の英語検定受検促進 
○家庭と協働した情報モラル教育の推進  

重点施策 1 

子どもが授業に夢中になり、自ら学び共に

学ぶ姿を目指し、授業づくり・授業改善に

生き生きと取り組む教師・学校の実現 

基本目標Ⅰ－基本施策１ 

確かな学力の育成 

○「主体的・対話的で深い学びの実現」

に向けた単元構想に基づく授業改善

の推進 

○学んだことを定着・習熟につなぐ指導

と家庭学習の連動の充実 

重点施策 2 

子どもの居場所づくりの推進 

基本目標Ⅰ―施策５ 

生徒指導の充実 
○児童生徒の学校内外における居場所づ 
くりの推進 

○自己肯定感を高める取組の充実 
＊自己肯定感を高める授業づくり 
＊自己存在感を実感できる学級集団づ 
くり 

○コミュニケーション力と人間性を育成
する表現教育の推進 

重点施策 7 

地域の特性に応じた教育による少子化 

への対応 

基本目標Ⅱ―施策１ 

豊かな教育環境の整備

○『カリキュラム表』を活用した、教科横 

断的な視点等に立ったカリキュラム・ 

マネジメントの実践 

○副読本を活用したふるさと教育の充実 

○１人１台端末の活用による児童生徒の主体的学習の充実 
○遠隔教育システムの構築による多様な学びの機会の充実 
○１人 1台端末の持ち帰りによる家庭学習への活用促進 
○１人 1台端末を活用した「心の健康観察」の導入 
○校務支援システムを活用した校務効率化の推進 


